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【学生の部】 

 

放課後の文化祭準備絵の具散る青いジャージと君の横顔             

群馬県 群馬県立高崎高等学校３年 あい 

窓ぎわの机上に並ぶ文房具雨に溺れるサッカーコート               

群馬県 群馬県立高崎高等学校３年 新井 蓮 

「おはよう」の「お」の一文字目喉
のど

につかえ 今日も前行
ゆ

く 君の背中       

群馬県 群馬県立高崎高等学校１年 飯嶋 遥輝 

読み返す昔の自分が痛すぎて既読の文字がやけに重たい  

群馬県 群馬県立高崎高等学校１年 石井 宏志郎 

文通の返事を待てたあの頃は既読ひとつで揺れたりしない             

兵庫県 神戸市立須磨翔風高等学校２年 井上 大地 

メッセージ長文を消し短文に短文を消しスタンプ選ぶ               

群馬県 群馬県立高崎高等学校３年 植木 一翔 

あのね、あの伝えたかった三文字があってでもいま五時二分だね          

神奈川県 神奈川県立光陵高等学校２年 植草 結良 

春なのに宿題だけは冬のままこの文だけが終わらないまま             

群馬県 藤岡市立鬼石中学校３年 大久保 ゆな 

暗い部屋一人考え文字を打つなかなか押せない送信ボタン             

群馬県 群馬県立高崎高等学校１年 大澤 一颯 

脳内
のうない

は（?_?
なに

）で埋
う

まった 先生
せんせい

の 話
はなし

が文字化
も じ ば

けしてるみたいだ          

神奈川県 神奈川県立光陵高等学校２年 大西 真央 

文末で君は必ず点を打つそういう距離の取り方をする               

宮城県 宮城県気仙沼高等学校３年 尾形 春陽 

ばあちゃんはメールの中でも笑ってるどの文末にもニコちゃんマーク               

大阪府 大阪府立中央高等学校２年 小川 美帆 

日々送る君への手紙文ぶんぶん刺されたような私の心                             

東京都 青稜高等学校 1年 奥住 愛加 

春風よ妹を追え我走る文学館を背に古墳まで                                     

群馬県 群馬大学共同教育学部附属中学校１年 小畑 誠也 

文と文仲良くさせる接続詞 お願い！私も遠いあの子と                           

宮城県 宮城県仙台二華高等学校３年 加藤 陽花 

現代文答えは一つと先生が僕の未来は一つではない                               

群馬県 群馬県立高崎高等学校１年 金井 歩夢 

書写大会半紙おさえる文鎮もおさえられない私のドキドキ                         

群馬県 高崎市立東小学校５年 河野 紗也 



封をして未来の自分の返事待つ文月の風を頬
ほお

に感じて                             

東京都 江戸川区立鹿骨中学校２年 北川 陽菜 

どこ見ても 男
おとこ

あふれる学校
がっこう

で自由になれる文字の上では                          

群馬県 群馬県立高崎高等学校３年 桐山 敬 

短すぎる君からの文読み返す句読点まで好きになってる                          

兵庫県 神戸市立須磨翔風高等学校２年 國吉 羽音 

散歩道文
ふ

月
づき

の朝がまぶしくて君のしっぽも小さくゆれる                           

群馬県 高崎市立群馬南中学校２年 小林 陽菜 

大声で親に文句を口にして離れる前に寂しさぶつけ                               

群馬県 東京農業大学第二高等学校３年 佐藤 一花 

文脈の裏を読みすぎ消しゴムの屑のなだれに埋もれし正解
こたへ

                         

北海道 北海道旭川東高等学校２年 佐藤 開生 

評論文一行二行と読み進める時計の音がただ鳴っている                           

群馬県 群馬県立高崎高等学校３年 佐藤 秀平 

「今帰る」スマホに文字を打ち込んで 頭に浮かぶたけのこご飯                   

群馬県 群馬県立高崎高等学校１年 猿谷 薫 

君へ向くはずの言葉は白くなる文の遺骸を机に散らして                            

宮城県 宮城県宮城第一高等学校３年 椎名 夢 

練習後問題文見る教室でまだ耳の奥水音がする                                   

群馬県 群馬県立高崎高等学校２年 嶋守 健人 

にんにくと唱えて探す母さんの 母さんだけが使える呪文                          

宮城県 宮城県気仙沼高等学校二年 菅原 梨央 

既読つき ほんのひとときの はずなのに まだ来ぬ文に 夜が伸びる             

群馬県 群馬県立高崎高等学校１年 関島 庵 

「元気です」それだけ書いた短い文本当のことは書けないままで                   

徳島県 徳島県立板野高等学校３年 瀬戸口 未羅 

「合格」の文字だけ残った姉の部屋あの声がする ような気がする                  

群馬県 群馬県立高崎高等学校１年 千六 

低気圧脳を握りて離さぬを文句も書けぬ芯の折れ際                                

群馬県 東京農業大学第二高等学校３年 田中 陽菜 

おはようの絵文字の数に悩んでは Iのカーソルがぴこっぴこっ、ぴ                  

神奈川県  神奈川県立光陵高等学校１年 谷口 綺葉 

「暑いね」と交わす文さえ楽しくて雨の匂いと空腹の夏                            

群馬県 群馬県立利根実業高等学校２年 千明 実暖 

楽しげなLINEの文と死にたげなスマホに写る顔は重なる                           

群馬県 群馬県立渋川高等学校３年 杜茜 いふう 

文化祭ついに来ると期待して無駄に整う前髪の列                                  

群馬県 群馬県立高崎高等学校１年 富沢 仁 



彗星とびっくりマークはそっくりで君の文末に願いをかける                        

神奈川県  神奈川県立光陵高等学校３年 永井 穂果 

冗談にしてしまってよ雨音で文字化けしてくあなたの言葉                          

三重県 高田高等学校１年 長谷川 瑛理 

文学の 言葉に溺れ 生き詰まる 解き明かしたい 数式の道で                    

群馬県 東京農業大学第二高等学校３年 長谷川 颯汰 

電文を読む駅員の低い声濡れた線路に風が吹き抜ける                              

群馬県 高崎商科大学附属高等学校２年 畠山 美紅 

遠ざかる氷の音と教科書の文をなぞれば青きまどろみ                              

群馬県 群馬県立利根実業高等学校２年 林 海斗 

ふくふくとまどろみ眠る文鳥に起こさぬよう引くカーテンの音                      

群馬県 東京農業大学第二高等学校２年 深野 愛花 

文明が発展しても変わらない文字にして書く人の感情                              

大阪府 専修学校クラーク高等学院 大阪梅田校２年 細川 明史 

本
ほん

屋
や

にて君
きみ

の選
えら

びし文
ぶん

庫
こ

本
ぼん

あの時
とき

の顔
かお

栞
しおり

に挟
はさ

む                                    

群馬県 群馬県立利根実業高等学校２年 本多 奏那太 

お疲れと ひと文添えた 差し入れに 隠しきれない 僕の緊張                    

群馬県 東京農業大学第二高等学校２年 松倉 昊生 

修了式先生あてに文を書く紙が小さく少しモヤモヤ                                

群馬県 高崎市立群馬南中学校２年 眞庭 大河 

文の色 じわり心に 染みこんで あふれ出してく わたしの中へ                      

神奈川県  秦野市立南小学校６年 諸田 真奈 

君だけが使うおかしな顔文字を指でなぞった満月の夜                              

新潟県 新潟県立新潟高等学校２年 谷地田 桜華 

僕達の歴史の全てが記された文があったらビリビリにする                         

三重県 三重県立松阪高等学校３年 夜半改 

文にして語りきれない一瞬にすべてをかけて百を切り裂く                          

群馬県 群馬県立高崎高等学校２年 吉岡 詢矢 

指先
ゆびさき

に たましいこめて 文
ふみ

書
か

けば 白
しろ

い大
だい

地
ち

に 世
せ

界
かい

広
ひろ

がる                      

群馬県 高崎市立上郊小学校６年 吉田 莉旺那 

始まっていつのまにやら文中の傍線だけを見る５秒間                             

群馬県 群馬県立高崎高等学校２年 渡辺 智貴  

 

（敬称略） 


